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議会運営委員会 

 

令和６年８月３０日（金曜日）午前９時５７分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 中 里 康 寛 副 委 員 長 鈴 木 伸 彦 

委 員 森 本 彰 伸 委 員 益 子 丈 弘 

委 員 星   宏 子 委 員 平 山   武 

委 員 相 馬   剛 委 員 中 村 芳 隆 

 

欠席委員（なし） 

 

オブザーバー（２名） 

議 長 山 形 紀 弘 副 議 長 眞 壁 俊 郎 

 

説明のための出席者） 

市 長 渡辺 美知太郎 副 市 長 瀧 口   晃 

副 市 長 藤 田 一 彦 総 務 部 長 後 藤   修 

総 務 課 長 後 藤 明 美 総務課長補佐 佐 藤 吉 将 

行政担当ＧＬ 三 宅 和 幸   

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 髙 久   修 議 事 課 長 岩 波 ひろみ 

議事課長補佐
兼庶務係長 

小 髙 久 美 議事調査係長 長 岡 栄 治 

主 査 石 田 篤 志 主 任 石 渡 大 輝 

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．挨 拶 

    ・委員長 

    ・議 長 

    ・市 長 

  ３．協議事項 
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   ⑴令和６年９月那須塩原市議会定例会議について 

    ①提出案件について 

     ○市長提出案件…………………６４件 

      ・人事案件         １件 

      ・補正予算案件       ８件 

      ・条例案件        ３４件 

      ・契約の締結案件      １件 

      ・財産の取得案件      ３件 

      ・規約の変更案件      １件 

      ・決算認定案件       ９件 

      ・報告案件         ７件 

        （即決案件）       件 

        （追加案件）       件 

     ○議会提出案件……………………１件 

       ・特別委員会の設置    １件 

        （即決案件）       件 

        （追加案件）       件 

    ②議案に対する質疑・討論について 

    ③会派代表質問（通告者  １人）について 

    ④市政一般質問（通告者 １４人）について 

    ⑤会議日程について 

     ○会議日程は９月６日（金）から  月  日（ ）までの  日間 

     ○日程（別紙案） 

   ⑵９月定例会議の対応について 

     ○別紙資料参照 

   ⑶請願・陳情等の取り扱いについて 

     ○新規に受理した請願・陳情等・・・・・８件（別紙請願・陳情等文書表） 

   ⑷アンケートの手法について（議会活性化特別委員会報告） 

   ⑸令和６年度議員研修について 

   ⑹委員会代表質問の研究について 

   ⑺質問時の資料提供について 

   ⑻その他 

    次回開催 

    議会運営委員会１０月１日（火）本会議終了後～  場所 第４委員会室 

  ４．閉 会 
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開会 午前 ９時５７分 

 

◎開会の宣告 

○中里委員長 議会運営委員会を始める前に、当委

員会の傍聴希望がございました。議会基本条例第

７条によりまして、議会の会議は公開を原則とし

ております。また、当委員会の条例第17条及び先

例に基づきまして、これを認めたいと思います。 

  それでは、ちょっと早めなんですが、議会運営

委員会のほうを開催したいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○中里委員長 皆さん、改めましておはようござい

ます。 

  議会運営委員会ということで、台風がすごく猛

烈な勢いで今、日本列島を横断しようとしており

ます。九州それから四国のほうでは猛烈な勢いで

もって災害等各地で出ております。今週末か、そ

れか来週明けにも本土のほうに接近してくるとい

うことで、今週も、線状降水帯が先日発生したば

かりでありますけれども、災害等ないことを願っ

ております。 

  ９月は、また執行部におかれましては、決算月

ということで、いろいろ案件がたくさんあると思

います。 

  また、議会案件に関しても、今回、陳情が８件

ということでありますので、皆様の慎重な審議、

取扱いについて慎重な審議をお願い申し上げまし

て、私の挨拶とさせていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議長挨拶 

○中里委員長 それでは、続きまして、議長から挨

拶をお願いいたします。 

○山形議長 皆さん、おはようございます。 

  冒頭で中里委員長からもお話がありました台風

が、なかなか、ずっと滞ったまま遅い速度で、そ

のうち熱帯低気圧に変わるなんていうふうなこと

も聞いているんですが、本市に災害は前回避難さ

れた方、また床下浸水などというふうな件数が伝

えられております。備えあれば憂いなしというふ

うな言葉がありますので、しっかり常日頃のその

防災に対する意識の向上は必要かなというふうな

ことを思っております。 

  また、こういうふうな恵みの雨というふうなこ

とで、市内の各地の田んぼを見ると、もう随分稲

も育ち、そろそろ収穫時期ではないかなというふ

うなことで、個人的に米価が上がるというふうな

ことも聞いておりますので、できれば物価高騰等

同様、致し方がない部分もあるんですが、おいし

いお米をまた供給していただければありがたいと

思っております。 

  ９月決算時期というふうなことで、非常に重要

な議会でございます。皆さんの忌憚のない御意見

と慎重審議のほうをよろしくお願い申し上げまし

て、私からの挨拶とさせていただきます。よろし

くお願いします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市長挨拶 

○中里委員長 続きまして、市長から御挨拶をお願

いいたします。 

○渡辺市長 議会運営委員会の機会をいただきまし

てありがとうございます。 

  今回、定例会議、御提案いたしますのは、人事

案件１件、令和６年度補正予算案件８件、条例の
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制定、改正及び廃止案件34件、契約の締結案件１

件、財産の取得案件３件、一部事務組合の規約の

変更案件１件、令和５年度決算認定案件９件、報

告案件７件の64件であります。 

  この後、総務部長が説明いたしますので、御審

議いただきますようお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○中里委員長 それでは、３の協議事項に入りたい

と思います。 

  ⑴令和６年９月那須塩原市議会定例会議につい

て。 

  まずは①提出案件についてを議題といたします。 

〔「委員長」と言う人あり〕 

○中里委員長 はい、市長。 

○渡辺市長 すみません、ちょっと発言に誤りがあ

りました。 

  すみません、補正予算案件ちょっと３件と言っ

ちゃったんですけれども、すみません、８件の誤

りです。申し訳ありませんでした。 

○中里委員長 それでは、まずは①提出案件につい

てを議題といたします。 

  市長提出案件について、執行部からの説明をお

願いたします。 

  総務部長。 

○後藤総務部長 改めまして、おはようございます。 

  それから、よろしくお願いいたします。 

  令和６年９月那須塩原市議会定例会議に提案を

予定しております市長提出案件につきまして御説

明を申し上げます。 

  今回、提出を予定しております案件は、ただい

ま市長が申し上げましたとおり64件となりますの

で、各案件の取扱いについて御審議くださいます

ようよろしくお願いいたします。 

  なお、過日の議員全員協議会におきまして説明

を行った案件につきましては、本日の説明を省略

をさせていただきます。 

  また、付議事件の一覧表をお配りしております

ので、件名の読み上げは省略いたしまして、表の

番号と議案番号のみを申し上げます。 

  それでは初めに、番号１、同意第７号でござい

ます。 

  本案は、令和６年12月31日をもって３名の委員

が任期満了となることから、現委員である伊藤清

治氏、坂和幸枝氏及び渡部康子氏を再任いたした

く、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、

議会の同意を求めるものでございます。 

  次に、番号２、議案第62号から番号９、議案第

69号までの令和６年度補正予算案件８件を提出い

たします。 

  次に、番号10、議案第70号から番号43、議案第

103号までの条例の制定、改正及び廃止案件34件

を提出をいたします。 

  次に、番号44、議案第104号、契約の締結案件

１件を提出いたします。 

  次に、番号45、議案第105号から番号47、議案

第107号までの財産の取得案件３件を提出いたし

ます。 

  次に、番号48、議案第108号、一部事務組合の

規約の変更案件１件を提出いたします。 

  次に、番号49、認定第１号から番号57、認定第

９号までの令和５年度決算認定案件９件を提出い

たします。 

  次に、番号58、報告第19号 継続費精算報告書

の報告についてでございます。 

  本報告は、第２・第３配湯所給湯設備改修工事

に係る令和５年度那須塩原市温泉事業特別会計継

続費精算報告書について、地方自治法施行令第
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145条第２項の規定によりまして報告するもので

ございます。 

  本工事は、令和４年度から実施しておりまして、

全体計画額7,100万円に対しまして実績額が6,908

万円となったものでございます。 

  次に、番号59、報告第20号及び番号60、報告第

21号の専決処分の報告案件２件を報告をいたしま

す。 

  これらの２件は、地方自治法第180条第１項の

規定により、損害賠償の額の決定及び和解につい

て専決処分をいたしましたので、同条第２項の規

定により報告するものでございます。 

  いずれも令和６年７月14日、那須塩原市東原地

内におきまして、相手側車両が市道黒磯西岩崎線

を南進中、事故発生当時の大雨によって道路が陥

没した箇所にタイヤが落ちたことにより、タイヤ

及びホイールを損傷したものでございます。 

  初めに、報告第20号は、両者協議の結果、市側

80％、相手側20％の過失割合で示談が成立し、市

から相手方に損害賠償金13万1,472円を支払い、

今後この件に関し双方決して異議を申し立てない

ことで和解が成立いたしました。 

  次に、報告第21号は、両者協議の結果、市側

80％、相手側20％の過失割合で示談が成立し、市

から相手方に損害賠償金２万8,440円を支払い、

今後この件に関し双方決して異議を申し立てない

ことで和解が成立いたしました。 

  次に、番号61、報告第22号 令和５年度健全化

判断比率及び資金不足比率についてでございます。 

  本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律第３条第１項及び第22条第１項の規定により、

令和５年度決算に係る健全化判断比率及び資金不

足比率について、監査委員の意見を付して報告す

るものでございます。 

  次に、番号62、報告第23号 教育に関する事務

の管理及び執行の状況の点検及び評価についてで

ございます。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第26条第１項の規定により、令和５年度に教

育委員会が実施しました教育行政に関する主な取

組内容の成果等に関し点検・評価を行った結果に

ついて報告するものでございます。 

  最後に番号63、報告第24号及び番号64、報告第

25号の放棄した私債権の報告について、２件でご

ざいます。 

  これらの２件は、那須塩原市債権管理条例第14

条第１項の規定により、私債権を放棄したので、

同条第２項の規定により報告するものでございま

す。 

  初めに、報告第24号です。 

  本件は、令和５年度那須塩原市温泉事業特別会

計における私債権を放棄したものであり、放棄し

た私債権は温泉使用料など16件、39万7,080円で

あります。 

  次に、報告第25号です。 

  本件は、令和５年度那須塩原市水道事業会計に

おける私債権を放棄したものであり、放棄した私

債権は水道料金219件、181万4,405円及び手数料

34件、３万5,000円であります。 

  以上、64件の案件につきまして市議会定例会議

への提出を予定しております。よろしくお願い申

し上げまして、市長提出案件の説明とさせていた

だきます。 

  以上です。 

○中里委員長 説明が終わりました。 

  皆さんから質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 なければ、即決案件はございますか。 

  総務部長。 

○後藤総務部長 それでは、付議事件の一覧表を御
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覧ください。 

  即決をお願いしたい案件につきましては、グレ

ーの網かけになっております。番号第１、同意第

７号の１件は人事案件ですので、即決としてお願

いをいたします。 

  以上、１件の案件につきまして即決議案として

いただきたくお願い申し上げます。 

○中里委員長 ただいまの即決案件の説明に対しま

して質疑はございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○中里委員長 質疑がないようですので、議案の取

扱いについてお諮りいたします。 

  ただいま説明がありました番号１、同意第７号

の１件は、先例のとおり即決扱いとすることで御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  また、ただいま即決案件１件及び番号58から64

の報告案件７件を除く56件の議案につきましては、

各常任委員会へ付託することで御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  次に、追加案件はございますか。 

  総務部長。 

○後藤総務部長 追加議案といたしましては、最大

で３件を予定してございます。 

  まず初めに、番号65、契約の締結についてでご

ざいます。 

  本案は、大山小学校体育館改築工事の実施に伴

い、現在入札を進めているところでございますけ

れども、９月中に入札をし、仮契約まで結んだ後、

早期に工事着手をしたいため、契約締結について

上程するものでございます。 

  次に、番号66及び番号67、損害賠償の額の決定

及び和解に係る専決処分の報告についてでござい

ます。 

  専決処分の報告について、本定例会議中に最大

で２件の示談の見込みがございますので、市の義

務に属する損害賠償の額の決定及び和解につきま

して示談が調った場合におきましては、追加議案

として提出したいと考えてございます。 

  以上、３件が会期中に追加させていただきたい

案件でございます。 

  以上、よろしくお願いします。 

○中里委員長 ただいまの追加案件の説明に対しま

して、質疑等はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 質疑がないようですので、追加案件

の取扱いについてお諮りいたします。 

  番号65の契約の締結案件１件及び番号66と67の

専決処分の報告案件２件については、先例のとお

り最終日において契約の締結案件については即決

扱いとし、専決処分の報告案件については報告を

受けることで御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  次に、議会提出案件についてですが、何か予定

されるものはございますか。 

  議事課長。 

○岩波議事課長 議会提出案件といたしまして、発

議第４号 決算審査特別委員会の設置について１

件ございます。 

  以上です。 

○中里委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの議会提出案件の説明に対しまして質

疑はございますか。 
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〔発言する人なし〕 

○中里委員長 質疑がないようですので、取扱いに

ついてお諮りいたします。 

  ただいまの議会提出案件につきましては、初日

に上程し即決扱いとすることで御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  次に、議会提出の追加案件はございますか。 

  議事課長。 

○岩波議事課長 議会の追加案件といたしまして、

陳情の結果により意見書の提出が想定されており

ます。この後、次第⑶請願・陳情等の取扱いの中

で、内容の御説明をいたしますが、今定例会議に

合わせ陳情の提出がございました。取扱いにより

審査となった場合、その結果によりましては意見

書の提出が予想されております。 

  以上でございます。 

○中里委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの追加案件の説明に対しまして質疑は

ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 質疑がないようですので、取扱いに

ついてお諮りいたします。 

  請願・陳情の審査結果等によりましては、意見

書の提出が予想されます。その場合には、最終日

に追加上程し、即決扱いとすることで御異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  次に、②議案に対する質疑・討論についてを議

題といたします。 

  まず、議案に対する質疑については、先例のと

おり一問一答方式により行い、時間は質疑のみ１

人15分以内とすることで御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 異議がないものと認め、そのように

取り扱います。 

  次に、討論についてですが、こちらも先例のと

おり、１議題につき１人10分以内、賛成、反対５

人までとしたいと思いますが、御異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  次に、③会派代表質問についてお諮りいたしま

す。 

  今回、１会派からの通告がございます。質問の

方法については、先例のとおり答弁を含め１会派

70分以内とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  次に、④市政一般質問についてお諮りいたしま

す。 

  今回、14名の通告者がございます。質問の方法

については、先例のとおり、答弁を含め１人60分

以内とすることで御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  次に、⑤会議日程についてを議題といたします。 

  別紙に日程（案）がありますので、事務局から

説明をお願いいたします。 

  議事課長。 

○岩波議事課長 会議日程につきまして御説明いた

します。 

  資料の令和６年９月那須塩原市定例会議会議日
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程（案）を御覧ください。 

  期間は、９月６日金曜日から10月１日火曜日ま

での26日間の予定としております。 

  休会を除いて日にち順に御説明いたします。 

  初日、９月６日は再開、日程報告、議案の提案

説明、即決議案の採決、決算審査特別委員会の設

置を予定しております。 

  次に、９日は会派代表質問を１会派行う予定で

あり、９時25分開始を予定しております。 

  また、同日午後５時を質疑通告書の締切りとし

ております。 

  次に、10日、11日、13日は市政一般質問を各日

４人行う予定としております。 

  次に、17日は市政一般質問を２人行い、また、

議案質疑、議案の関係委員会付託を行う予定とし

ております。 

  次に、18日、19日、20日、24日は各常任委員会

及び決算審査特別委員会による付託議案等審査の

予定としております。 

  なお、24日は午後５時を討論通告書の締切りと

しております。 

  次に、30日は議員全員協議会を午前10時から、

予算常任委員会全体会を午後１時30分から、決算

審査特別委員会全体会を午後２時30分から行う予

定としております。 

  最後に、10月１日は各委員長報告、質疑、討論、

採決、散会の予定としております。 

  説明は以上でございます。 

○中里委員長 ただいま事務局から説明がございま

したが、改めて申し上げます。 

  会議日程については、別紙案のとおり、９月６

日金曜日から10月１日火曜日までの26日間とし、

会派代表質問１会派については９月９日に、市政

一般質問14人については９月10日、11日、13日の

３日間に４人ずつ、17日は２人とし、議案質疑は

17日火曜日の一般質問終了後に行いたいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  また、質疑通告書の提出期限については９月９

日月曜日の午後５時とし、討論通告書の提出期限

については９月24日火曜日の午後５時とすること

で御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 異議がないものと認め、そのように

取り扱います。 

  なお、９月30日月曜日午前10時から議員全員協

議会を、午後１時30分から予算常任委員会全体会

を、午後２時30分から決算審査特別委員会全体会

を予定しておりますので、お含みいただきますよ

うお願いいたします。 

  以上で⑴の協議は全て終了いたしました。 

  次第にはございませんが、本定例会議について、

その他として執行部から何かございますでしょう

か。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○中里委員長 委員から執行部に対しまして何かご

ざいますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 それでは、この後、議会側の案件に

入りますので、執行部におかれましてはここで退

席をお願いします。大変お疲れさまでした。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時１９分 

 

再開 午前１０時２０分 

 

○中里委員長 それでは、休憩前に引き続きまして
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委員会を再開いたします。 

  次第の⑵９月定例会議の対応についてに入りま

す。 

  資料がありますので、事務局から説明をお願い

いたします。 

  事務局。 

○石田主査 それでは、９月定例会議の対応につい

て御説明させていただきたいと思います。 

  ９月定例会議において、変更のある箇所のみ説

明させていただきたいと思います。 

  まず、２番、質疑の通告制の採用について、こ

ちら本定例会につきましては決算が対象となって

おります。 

  続きまして、６番、委員会の場所について、こ

ちらは第１委員会室、第４委員会室、303会議室

を使用いたします。議場については使用いたしま

せん。 

  日程につきましては、９月18日、19日、20日。

各常任委員会の場所といたしましては、こちらに

記載のあるとおりになっております。 

  続きまして、７番になります。予算常任委員会

全体会、決算審査特別委員会全体会及び９月定例

会期中の議員全員協議会につきましては、議場で

行います。 

  続きまして、８番、牛柄はっぴの着用について

でございます。こちら若干懸念点もございますが、

議会の初日９月６日に議員所有の牛柄はっぴを着

用して本会議を行う予定になっております。 

  なお、はっぴの中の服装は議会ポロシャツを着

用することとなっております。 

  説明は以上であります。 

○中里委員長 説明が終わりました。 

  質疑、御意見等がございましたらお願いいたし

ます。 

  益子委員。 

○益子委員 先ほど事務局のほうから説明ございま

した。その中で、８番の対応について、先ほど懸

念があるという話だったんですが、その懸念につ

いてはどのようなものなのか、ちょっと最初にお

伺いいたします。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 議員全員協議会の中で、複数

議員のほうから御発言、例えば政治倫理審査会と

か、そういったお話ございました。本会議の中で、

そういった例えば御発言想定されるのかなという

のがございます。 

  そういった場合になんですけれども、議場で牛

柄はっぴを着ていることで、例えば報道機関映っ

たときに対外的な印象として、議会事務局として

はちょっと大丈夫かなと心配をしているといった

ところであります。 

  以上です。 

○中里委員長 益子委員。 

○益子委員 そういうことで、懸念ということで理

解いたしました。 

  その中で、先ほどありましたが、過日は対応と

いうことで、牛柄はっぴを着用して、本市の生乳

生産の第１位というものをＰＲしようというよう

な意図で、議会側もまた執行部側も注力して協力

体制を敷きながら、こういったものをＰＲしよう

というようなお話でございました。 

  しかしながら、先ほど懸念ということでお話あ

りましたとおり、はっぴということで、浮ついた

気持ちということで懸念されて、報道機関という

お話あったと思うんですが、やはりこの生産者側

からしますと、せっかく全市を挙げて対応される

という中で、悪い印象でこの牛乳生産というもの

が浮ついた話という可能性になりかねないし、あ

とは消費量とか、そういったところにも影響を波

及するかと思います。 
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  そういった中で、不本意ながら、やはり議会側

として、こういったはっぴを着ながら、ちょっと

生産者側に懸念を与えるような対応というのは、

やはり私もいかがなものかなといたしますので、

もし別な対応ができるのであれば、別の対応とい

うことになるのかと思うんですが、できないので

あれば、今回の議会の中で、初日の９月６日のは

っぴを着用してのこういったＰＲというものは、

中止してはどうかなと提案をさせていただきます。 

  私からは以上です。 

○中里委員長 そのほか皆様から何か質疑、御意見

等はございますか。 

  相馬委員、どうぞ。 

○相馬委員 今、政治倫理委員審査会の話題になっ

て、本会議に出るというような説明があったんで

すが、どういうことなのか御説明できる方いらっ

しゃいますか。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 すみません、私が間違ってお

伝えしているのかもしれないんですけれども、初

日に政治倫理審査会が開催されるということでは

なくて、全協のお話の中では、疑念がちょっとあ

って、その対応としては政治倫理とか、そういっ

たところに諮るべきではないかというふうな御発

言があったかと思います。 

  仮にですけれども、初日にそういった御発言が

あった場合も、対外的な対応としてよろしいんで

しょうかというふうなお話をさせていただきまし

た。 

  以上です。 

○中里委員長 そのほか御意見、質疑等はございま

すか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 なければ、先ほど益子委員のほうか

ら９月６日のはっぴ着用について中止されたほう

がよろしいのではという御意見がございましたが、

それに対して皆さんの御意見などございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 益子委員に賛同します。 

○中里委員長 そのほか御意見等はございますか。 

  中村委員、どうぞ。 

○中村委員 私も賛同します。 

○中里委員長 そのほか御意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 それでは、９月定例会議の対応につ

いての中の牛柄はっぴの着用についてでございま

すが、議会初日の９月６日について、牛柄はっぴ

の着用については中止をするということで御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 異議がないものと認め、そのように

取り扱いたいと思います。 

  星委員、どうぞ。 

○星委員 ポロシャツのほうは、そうすると、はっ

ぴを着た場合は内側がポロシャツということであ

りましたけれども、それはポロシャツも着ないで、

もう普通の通常通りでということでいいですか。 

○中里委員長 はい。 

○星委員 分かりました。 

○中里委員長 議事調査係長。 

○長岡議事調査係長 すみません、御決定いただき

ましたので、この後、議運が終了次第、全議員に

対して、今度９月定例会についての議案のデータ

ですとか、そういったものを御案内をする場面が

あります。その中で、サイボウズを通じて、今回

の定例会議については、はっぴの着用はございま

せんよといったことを周知させていただければと

考えてございます。 

  以上です。 

○中里委員長 ありがとうございます。 
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  はっぴは着用しませんので、ポロシャツも着用

せず、通常どおりの服装で議会初日に臨むことと

いたします。 

  また、周知に関しましては、先ほど事務局から

説明あったとおりに、サイボウズ等で全議員に周

知のほうを図りたいと思います。 

  それでは、⑵については閉じてもよろしいでし

ょうか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 大丈夫ですか。 

  では、次第の⑶請願・陳情の取扱いについてを

議題といたします。 

  それでは、陳情第４号の内容等について事務局

から説明をお願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 着座ですみません。 

  それでは、配信されました請願・陳情等文書表、

御覧いただければと思います。 

  まず、１番上の陳情第４号になります。 

  件名につきましては、再審法改正を求める意見

書を政府等に提出することを求める陳情になりま

す。 

  趣旨でございます。えん罪犠牲者を救済するた

めに、刑事訴訟法の再審規程（再審法）について

①再審における検察手持ち証拠の全面開示②再審

開始決定に対する検察官の不服申立て（上訴）の

禁止を内容とする改正を求めるよう、国への意見

書提出を求めるものでございます。 

  提出者につきましては、栃木県弁護士会でござ

います。 

  また、資料のほうを連番と同じところに格納を

させていただいております。 

  あと、参考にということで、すみません、ちょ

っと発信させていただきます。 

  こちら御覧いただければと思うんですけれども、

令和３年に県内の中で既に提出があった内容につ

いて、ちょっと記載をさせていただいております。 

  栃木県議会で令和３年、そしてその下の下、第

16号ということで、令和３年10月15日に不採択と

なってございます。付託委員会につきましては、

県政経営委員会でございます。 

  続きまして、２ページほどお進みください。 

  左側に佐野市議会というふうにちょっと記載ご

ざいます。こちら御覧いただければと思いますけ

れども、陳情第１号、２番目のやはり刑事訴訟法

を改正することにということで、佐野市議会でも

令和３年９月27日に不採択となってございます。

付託委員会につきましては、総務ということでご

ざいます。 

  さらに２ページほどまたお進みください。 

  左上、高根沢町議会になります。こちらにも令

和３年８月６日受理ということで出ておりまして、

経緯としては、総務常任委員会に付託をされてお

ります。そして継続審査になりました。次の９月

定例会議で継続審査になったので、次の12月の中

で、陳情のほうを採択したというような結果でご

ざいました。 

  一応、採択のほうの割れ方としてはこの記載の

とおり、お一人だけ反対はしていて、あとは賛成

して採択というような状況でございます。 

  いずれにしても県、そして佐野、高根沢町、委

員会のほうに付託をして結果を出しているという

ような状況にございます。 

  以上です。 

○中里委員長 説明が終わりました。 

  取扱いについてお諮りいたします。 

  陳情第４号について、どのように取り扱うか御

意見を伺います。 

  森本委員。 

○森本委員 総務企画常任委員会に付託すればよろ
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しいかと思います。 

○中里委員長 そのほか御意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 ほかに意見がないようなので、陳情

第４号については、総務企画常任委員会に付託す

ることで御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 御異議がないものと認め、そのよう

に取り扱います。 

  次に、陳情第５号の内容等について、事務局か

ら説明をお願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、請願・陳情等文書

表、受理番号５番御覧ください。 

  件名、公民館の有料化を見直す陳情でございま

す。 

  趣旨といたしましては、公民館使用料の「受益

者負担・有料化」について、公民館の理念になじ

まないため、見直しを求めるものでございます。 

  提出者につきましては、ギター同好会となって

ございます。 

  以上でございます。 

○中里委員長 ただいま説明が終わりました。 

  取扱いについてお諮りいたします。 

〔「委員長、ごめんなさい」と言う人あ

り〕 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 ごめんなさい、大丈夫でした。 

  再審法のちょっとまとめた資料をほかの議会も

どうなのかというのをちょっと作ったので、でも

もう先ほど御決定いただいたので、申し訳ござい

ません。 

  この使用料についての別冊の資料というのは、

特に御用意していません、すみませんでした。 

○中里委員長 説明が終わりました。 

  陳情第５号について、どのように取り扱うか御

意見をお伺いいたします。 

  益子委員。 

○益子委員 こちらは福祉教育常任委員会に付託し

たらどうかと考えます。 

○中里委員長 そのほかに御意見はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 ほかに意見がないようですので、陳

情第５号については、福祉教育常任委員会に付託

することで御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 異議がないものと認め、そのように

取り扱います。 

  続きまして、陳情第６号以降の公民館の使用料

に係る陳情となりますので、併せて事務局から説

明をお願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、陳情６号以降御覧

いただければと思います。 

  ほぼほぼ趣旨としては、同様の内容となります

ので、件名と陳情の提出者、そちらだけを読み上

げさせていただきます。 

  まず、受理番号６番、公民館使用の有料化の再

検討を求める陳情でございます。 

  提出者は、新日本婦人の会黒磯支部になります。 

  続いて、受理番号７、公民館使用料の「原則無

料」の条例の存続を求める陳情です。 

  提出者については、根立かさねさん、ほか５名

です。 

  続いて、８番、那須塩原市公民館使用料につい

て、現行の「原則無料」継続を求める陳情です。 

  提出者は、全日本年金者組合栃木県黒磯支部に

なります。 

  ９番、公民館の有料化条例案の否決を求める陳

情です。 
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  提出者につきましては、那須野が原・九条の会

になります。 

  次のページ御覧ください。 

  10番、公民館の有料化についての方針の撤回を

市に求める陳情です。 

  提出者は、平和と憲法を守る！栃木県北市民ネ

ットになります。 

  最後に11番、公民館の無料化継続を求める陳情

です。 

  提出者は、日本国民救援会栃木県北部支部にな

ります。 

  以上となります。 

○中里委員長 説明が終わりました。 

  確認したい点や質疑等はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 質疑等がないようですので、取扱い

についてお諮りいたします。 

  先ほど陳情第５号の公民館の使用料に係る陳情

において福祉教育常任委員会に付託することとな

りました。陳情第６号以降も公民館の使用料に係

る陳情でございますので、同様の取扱いとして福

祉教育常任委員会に付託することで御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 異議がないものと認め、そのように

取り扱います。 

  次に、次第⑷アンケートの手法についてに入り

ます。 

  取組実行計画ナンバー６、市民アンケート等に

おいて幅広く意見を把握する方向の検討について、

議会活性化特別委員会に諮問しておりました。検

討が終わったとのことから、議会活性化特別委員

長から御報告がございますので、よろしくお願い

いたします。 

  益子委員。 

○益子委員 私のほうから、議会活性化特別委員会

委員長として御報告を申し上げます。 

  以降、着座にていたします。 

  先ほど議会運営委員長のほうからありましたと

おり、議会運営員会から諮問されておりました件

について報告を申し上げます。 

  まず、アンケートの手法ということでございま

したので、その報告でございます。 

  こちら６月28日過日でございますが、こちら考

え得る手法についてを委員と副委員長と議論を重

ねてまいりました。その結果、こういった趣旨で

回答させてありますが、まず、関連するところ、

また要点を読み上げさせていただきます。 

  まず、アンケートの手法ということで、議員の

周囲において、市民だけではなく、広く意見を聞

く方向ということでございましたので、そういっ

たことを趣旨に意見を集めさせていただきました。 

  手段としましては、様々な手段が考えられると

いうことで各委員からありましたが、グーグルフ

ォームを使用したアンケートですとか、スーパー

等で直接議員が当たっていくもの、また予算を取

った上で無作為抽出のアンケートをしてはどうか

という話でございました。 

  また、直接議員の知り合いに記載してもらうも

のではなく、先ほど冒頭申し上げましたとおり、

広くということでございましたので、偏った周知

ということなく、知り合いの知り合いとか、そう

いった方に議員を直接介するものではなくて、知

り合いの方などのほうから広めていただくような

方法を考えられるのではないかということでござ

います。 

  また、多くの方々に関心を持ってもらうという

意味で、ノベルティーなどティッシュとかピンバ

ッジ等をつけてはどうかというような話でござい

ました。 
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  あと、グーグルフォームを使用したアンケート

につきましては、それぞれメリット・デメリット、

こちら記載がございますが、メリットといたしま

しては、まず費用がかからない、また集計が簡単。 

  デメリットとしては、紙に書いてもらうより回

答率は下がるんではないか、また情報も自分から

取りにいく必要があるということで、こちら手間

がかかるんではないかというような話でございま

したし、ホームページからのリンク、またＱＲコ

ード付のチラシなどを回覧板で回しては、こちら

アンケートが広く広がるのではないかというよう

な話が趣旨として出ておりました。 

  また、タブレットを使用しての回答、タブレッ

トの入力ということで、我々も議会がタブレット

を対応されてございますので、そういったものを

活用してはどうかという趣旨のお話が出ておりま

した。 

  また、最後になりますが、その他としては、質

問の内容について偏るものにしない。 

  また、今までの手法について回答が偏るものと

は考えてございませんので、こちらも我々として

は広い意味でということで捉えていただければと

考えてございます。 

  偏ったとしても件数ということで、こういった

もの、いろいろな市民の声ということで優先させ

ていただいてはどうかということで話がまとまり

ました。 

  報告は以上でございます。 

○中里委員長 御報告ありがとうございました。 

  御報告いただいた内容は、次回の市民アンケー

ト実施の際に活用させていただければというふう

に思います。 

  次に、次第の⑸令和６年度議員研修についてに

入ります。 

  研修会についてのスケジュールが決定いたしま

したので、お示しをするものでございます。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、配信しました研修

会御覧いただければと思います。 

  １番と２番につきましては、もう既に御決定し、

皆さんのほうに、全議員のほうに御周知をしてい

る内容になります。 

  最後の３番、御決定した内容です。 

  執行部を動かす質問の仕方ということで、川本

達志先生、廿日市市の副市長を務められた方にな

ります。この方12月26日木曜日、午後１時30分か

ら２時間程度ということで議場での開催を予定し

ているものです。 

  こちらのほうについて、また全議員のほうに御

周知のほうをさせていただければと思っておりま

す。 

  以上です。 

○中里委員長 本年度の研修が決定しましたので、

サイボウズで全議員に周知を行いたいと思います。 

  次に、⑹の委員会代表質問の研究についてに入

ります。 

  取組実行計画ナンバー３で定める内容でござい

ます。 

  本日は、内容の説明や質疑を行い、次回の議運

で皆様から御意見をお伺いしたいというふうに思

います。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、配信された資料を

御覧いただければと思います。 

  まず、２番目の取組実行計画の位置づけされて

いる内容になります。研究をしていきましょう。 

  ３番目の昨年、岩倉市議会のほうの視察を行い

ました。研修の中では、テーマを委員会として、
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どのようなテーマでやるかとか、過程なんかも研

修の中で学ばせていただきました。 

  実績としましては、令和４年３月に１回、そし

て令和５年12月に１回というふうな岩倉市議会で

の実績ということでございました。 

  視察の中で、その２回代表質問で実現できたこ

とはというので、堤防の除草というような御発言

がございました。 

  一応資料につきましては、次のページからちょ

っと見ていただけますと、岩倉市議会のほうから

いただいた内容、令和３年７月20日からというこ

とで、この委員会での活動を列記してございます

ので、お時間あるときに御覧いただければという

ふうに思っております。 

  この委員会で、ざっくりした言い方で言えば、

委員会テーマを設定し、その中で研究をし、現状

把握、そして視察なんかを交えた中で出た結論と

いったものを委員会の中で、委員会代表質問でや

りましょうというような決定をして、じゃ、質問

内容ですとか、どういったところを執行部に訴え

るかといったものを委員会で決定して、それから

代表質問で岩倉市、その場では委員長さんがされ

たというような流れとなってございます。 

  すみません、また１ページ目にお戻りいただけ

ればと思います。 

  ４番の検討事項ということでございます。仮に

まず１番目、本市議会として取り組むかどうかと

いったものでございます。本市議会では２年任期

の中で、委員会テーマ、そういったものを設定を

し、検討をし、そして最終的には報告書や提言書

の提出を行っているところです。 

  委員会代表質問というものの位置づけ、そうい

ったものをどういうふうに考えていくか、そこら

辺が論点の一つかなというふうに考えてございま

す。 

  ２番目、取り組むとしたときに、本市議会とし

て、どのようなテーマで行うのかといったところ、

最終的には報告書、提言を出す中で、委員会代表

質問を行うとしますと、最終的にはその提言の内

容とか、報告書の内容と被る部分かなりあると思

います。そういった中でのすみ分け、どのように

考えていこうかなといったところかなと思ってお

ります。 

  最後、すみません、②が２つ続いていますね、

ごめんなさい。 

  最後、導入した場合の手順はどうするかという

ことで、仮にその委員会代表質問の中で、新たな

事業を提案するといった場合には、やはり予算が

絡んでくるだろうと、予算を執行部が検討すると

すれば、６月定例会議、遅くとも９月の定例会議

までには行わないと翌年度予算への反映というの

は難しいのではないかなというふうに考えてござ

います。 

  そういった場合に、いつぐらいまでに、じゃ、

委員会代表質問を行うのか、また、今行っている

会派と一般質問と、その中でどういうふうに順番

つけるか、そういったところも議論になってくる

のかなというふうに考えてございます。 

  説明としては以上となりまして、一応同じフォ

ルダに岩倉市議会さんのほうからいただいた資料

を添付をさせていただいておりますので、こちら

なんかも参考にしていただければというふうに考

えてございます。 

  説明は以上となります。 

○中里委員長 先ほどの説明に対しまして、質疑等

はございますか。 

  益子委員、どうぞ。 

○益子委員 まず、事務局のほうから説明いただき

ました。その中で、検討事項ということでござい

ますので、①から③までございましたので、その
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点についてちょっと皆さんと意見を交換させてい

ただいて、こういったものを許可ということでお

話させていただきたいと思います。 

  まず、１点目でございます。 

  ①についてということで、委員会代表質問をど

のような位置づけで行うのかというような話でご

ざいましたが、私の思い、委員会質問ということ

は、やはり取組実行計画の中で、こういった委員、

各議員の思い、また委員会に所属する委員さん、

また所属されない議員さんもいらっしゃるんです

が、そういったものの位置づけとして、やはり委

員会質問というものを行っていくことによって、

議員が相対的にみんな同じように、ベクトルとい

いますか、同じ方向を向いて、こういったものは

必要だよね、市政に必要じゃないかということで

提案されるので、こういったものに関しては、や

はり代表質問ということで、通常の一般質問より

重きもの、また会派代表質問に匹敵するような、

そういったものになるんじゃないかなということ

で、位置づけということで考えてございます。 

  次に、②の部分についてでございます。 

  その中で、先ほど去年の部分と重なる部分とい

うことで、こちら私も、より皆さんと共通認識を

持っていく必要があるのかなと思ったところなん

ですが、例えばその仮に委員会テーマの検討一つ

として最終報告、また提言書などを作成するとい

うことで、その前に委員会代表質問を行うくだり

になっているんですが、最終報告の内容、また提

言の内容を質問で行うこと、こちらが重なるんじ

ゃないかというふうな話でございました。 

  こちらは私もやはり相当数重なるのではないか

と思いますし、この委員会代表質問ということで、

岩倉市議会さんにおいては、委員長さんが代表し

て質問ということでございましたが、場合によっ

ては委員会に所属する議員さんの中で、決めてい

って、その各議員も、質疑の仕方、質問の仕方な

ども、やはりいろいろ言い回しなども含めてあろ

うと思いますし、あわせて委員会を代表する質問

となると、やはり相当数の委員間の中で、また委

員会に所属されない方なんかも関心事項があると

いうことであれば、やはりそういった意見も組み

ながら、相当数の時間をかけて組み立てていくも

のと思いますし、やはり重なる部分あろうかと思

いますが、その委員会代表質問ということで取り

上げることによって、執行部に対しては相当数プ

レッシャー的なものというか、これは何とかしな

くちゃいけないよねというような、そういった注

意喚起伴うのと、関心事項を与えるものというこ

とで、やはりこれは重なってもその部分に関して

は、私個人は必要なものということであれば、必

要なんではないかと思いますので、これは重なっ

てもいいんではないかと考えます。 

  最後、３点目でございます。 

  ③の部分の導入したときの手順ということで、

こちら先ほどの②の部分に重なる部分あるんです

が、やはり事務局の説明にもありましたとおり、

相当数のこの提案するという内容によっては、

我々の今テーマにおいては、前半２年、後半２年

ということで、それぞれの委員会に所属しながら、

テーマを設定して行ってございますが、予算の部

分に繰り上げて、それを反映させていくというこ

とになりますと、やはり事務局の説明どおりなか

なかその縛り的なもの、６月定例会にして、９月

定例会、時期的にいえば今定例会に、９月の定例

会ということで実施するというものであろうかと

思いますし、場合によっては、そういった質問の

時期など、そういったものを含めて、これは本市

議会に合うものというものをやはり、今回、議会

運営員会でこういった諮問ということで、検討の

中に挙がってございますが、場合によってはその
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全議員のアンケートなど、またこういった意見を

集約して、どういったものかということで、やは

り市議会全体を通して、こういた話を決めていく

必要もあろうかと思いますし、場合によってはや

はり、繰り返しになりますが、本市議会に合った

ものということで、岩倉市議会を完全にコピペす

るというものじゃなくて、本市議会に合ったよう

な対応というのも必要ではないかと、このように

考えてございます。 

  私からは長時間になりましたが、以上でござい

ます。 

○中里委員長 益子委員、大変申し訳ございません。 

  御意見等は次回の…… 

○益子委員 すみません。 

○中里委員長 事務局からいただいた内容について

質疑等があればということで…… 

  何か質疑等はございますか。 

  議長。 

○山形議長 委員会となっているんですけれども、

あくまでも常任委員会なのか、庁舎検討特別委員

会もそういったくくりの中で委員会とするのか、

その辺、常任委員会だけなのか、これだけだと委

員会と書いてあるので、本当ちょっと全部と捉え

て、その辺だけちゃんとしておいたほうがいいの

かなと思ったので、その辺はどう考えていますか。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 まず、岩倉市さんの中では、

常任委員会だけで取り組んでいるというふうには

お伺いをしているところです。ただ本市のという

ことであれば、例えば特別委員会からもできるよ

うにするとか、それは検討の中で、本市議会とし

て御決定いただければいいのかなというふうに思

っております。 

  以上です。 

○中里委員長 そのほか質疑等はございますか。 

  益子委員。 

○益子委員 先ほどは大変失礼いたしました。 

  その中で、先ほど発言した中にもあったんです

が、この中で、議会運営委員会に所属している委

員の意見はこういったところで聞けるんですが、

事務局としては、その本市議会の議会運営委員会

以外に所属されない議員さんのこういった意見な

んかは、どのように考えているのか、その点につ

いてちょっとお伺いします。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 そうですね、例えば仮にたた

きを議運のほうで作って、それを皆さんに御意見

をいただく場を設けよう、こういった議運のほう

での御決定をいただければ聞く機会、そういった

ものもできたらいいのかなというふうに考えてご

ざいます。 

○中里委員長 そのほか質疑等はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 なければ、次回以降、議会委員会の

ほうで検討していきたいというふうに思いますの

で、皆様のほうで、どうぞ各会派でまずは検討い

ただいて、次回の議運で御意見を聞きたいという

ふうに思います。 

  続きまして、⑺の質問時の資料提供についてに

入ります。 

  取組実行計画ナンバー４で定める内容でござい

ます。 

  こちらも本日は内容の説明や質疑を行いまして、

次回の議運で御意見をいただきたいと思います。 

  まず初めに、事務局から説明をお願いいたしま

す。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、配信しました資料

のほうを御覧いただければと思います。 

  ２番目の取組事項、計画の位置づけということ
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で、位置づけのある内容となります。 

  背景、趣旨としましては、一番上にございます

大型ディスプレーを検討した中で、周辺の議員、

また執行部、傍聴者の方にもやっぱり見づらいよ

ね、そういった中で、導入を見送った経緯ござい

ます。 

  ですので、完璧なそのルールづくり、一般質問

の中で資料を掲示する、共有する、そういったも

ののルールづくり必要ではないかというのが出発

にございます。 

  まず、３番目の考え方ということで、議会とし

ては言論の府ということで、資料の掲示、配付と

いうものは、理解を深めるためには必要だけれど

も、あくまでも手段です。 

  また、会議録に載らないことから、必要最小限

でなされるべきだというのが、議会関係にありま

す参考資料なんかに記載されているものとなりま

す。 

  ４番目の現状でございます。 

  本市議会としましては、掲示ということで、一

般質問をされながら、例えば本を指して見ていた

だくというような掲示という方法、また配付とい

うことで、議員と執行部の共有だけ、その二者で

共有、また傍聴者へも印刷して配付するというの

も始めましたので、議員、執行部、そして傍聴者

に配付をする。そういったものの掲示と配付、こ

の２種類があるものでございます。 

  ５番目の課題でございます。 

  仮にその資料がやはり大き過ぎたり、影響があ

るというものを懸念されます。 

  また、手に持っていて、どうしても中継でカメ

ラが追えず、何かどうしても見ている方からは、

何だったのかな、そういうふうなちょっと御意見

いただく場合もありますので、そういったものを

検討しなくちゃいけない。 

  また、著作権、肖像権、そして会議録に載らな

いということで説明って、じゃ、どこまでしたら

いいんだろう。 

  また、配付というものは、配付だけでいうと執

行部と議会だけしかやっていないんだけれども、

それを見ている人にとってはどんなものか、そう

いったちょっと懸念があるかなと思っております。 

  ６番の検討事項ということになりまして、一か

ら検討するというと、やはりなかなか形として難

しいかなというふうに考えてございまして、次の

ページ御覧いただければと思います。 

  大津市とか、ほかの飯田市とか、そういったと

ころをちょっと参考とさせていただきまして、ル

ールというものを定めているところがございます。 

  １番の趣旨から定義、３番の基本的留意事項、

そういったものをほかの市議会で取り入れられて

いるものなんかをちょっと入れさせていただきま

した。 

  ４番の資料の制限というところを、例えば大き

さをどこまでするよとか、あとほかの市議会によ

っては、一日に出せる枚数などを規定していると

ころもございます。 

  ちょっとごめんなさい、さらに次のページの一

番下をちょっと見ていただいてもよろいでしょう

か。 

  他市の状況になります。 

  長野県の飯田市では、Ａ列２番、これってＡ２

です。Ａ４とかＡ１とかありますけれども、Ａ２

までを一日５枚までというふうなことで、そして

その他では、資料作成に政務活動費を充てること

ができるということなども決めているそうです。 

  行方市、こちらではＢ２まで、そして一日３枚。

あとは執行部にも資料の作成というものは求めて

いけませんよというふうなものを決めているとこ

ろでございます。 
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  ３番の伊勢市、こちらではＡ１まで、そして枚

数の制限なし。ただしということで動画、アニメ

ーションは使わない。確かに将来的にはそういっ

たものもあるのかなと思います。 

  一番最後のページには、大きさの参考というこ

とで載せさせていただいています。 

  議会のほうのディスプレーと、あとはそこまで

ではないですけれども、Ａ１でいうとやっぱり結

構大きいですね。このような大きさで定めている

議会さんがございます。 

  このルールの中で定める部分、そしてあとは仮

に、もうちょっと付け足したほうがいいんじゃな

いのといったふうな御意見をいただければありが

たいなというふうに考えてございます。 

  説明は以上です。 

○中里委員長 ただいま事務局から説明がございま

したが、皆様から内容についての質疑等はござい

ますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 ないようですので、次回の議運で皆

様から御意見いただきたいと思いますので、これ

も先ほどと同様に各会派で御検討いただきまして、

次回の議会運営委員会で意見を聴取したいという

ふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

  次に、⑻その他に入ります。 

  その他で協議事項として皆様から何かございま

すか。 

  相馬委員、どうぞ。 

○相馬委員 先ほどはっぴの着用の件のときに、本

会議初日に政治倫理審査会が設定される可能性が

あるという説明がありました。 

  議会運営委員会としては、初日のどの時点で、

どういうふうに、その内容とその検討する時間帯

というか場所、それはどういうふうになっている

のか全くちょっと当日のスケジュールが分からな

いので、もし説明できるのだったらお願いしたい

です。 

○中里委員長 議事課長。 

○岩波議事課長 すみません、説明がちょっと分か

りづらいところがあったのかなと思って説明させ

ていただくんですが、現段階で政治倫理審査会を

開くか、そういった話は全く実は出ていないんで

すね。ただ、前回８月22日の全員協議会のときに、

その他の中で数名の議員さんから、議員さん同士

でトラブルになっているという話を市民から聞い

ている。それを不信に思っている人がいるという

ような発言がありまして、その後、その当人同士

で解決したというふうに私たちは聞いているんで

すけれども、そのような状況の中で、ちょっと牛

柄のはっぴを着用して本会議に臨むというのが、

ちょっと見方によっては不謹慎に捉えられてしま

う可能性があるかなというところで、ちょっと懸

念を持っていたというところなので、今の段階で

政治倫理審査会が開かれる予定があるとか、全く

そういう予定はないので、申し訳ありません、ち

ょっと分かりづらいことで失礼しました。 

○中里委員長 相馬委員。 

○相馬委員 そうすると、恐らく全協で金子議員か

らあった発言なんだと思うんですけれども、それ

については、議長が聞き取りをした上で、全員に

報告しますという、最終的にそういう説明だった

と思うんです。 

  その聞き取りした結果について、どのタイミン

グで全議員に報告をするのか、まずそれを、その

初日にやるのかどうなのかということになるんで

すが、もう聞き取りは終わっているということで

よろしいでしょうか。 

○中里委員長 相馬委員、よろしいですか。 

  ちょっと協議事項ではあるんですが、今ちょっ
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とその点についても、これからちょっと協議がな

されるのかというところだと思います。 

  私もちょっとまだ聞いておりませんので、今、

正副議長の中で恐らく協議されているのではない

かというふうに思います。 

  今ちょっとまだ答弁できるような状況ではない

というふうに思いますので、もしある場合には、

会派代表者会議等を開くなり、またそういったと

ころを通しながら、会派代表者からも御意見いた

だきながら、どのようにしていくのかというよう

に話し合われるんだろうというふうに思いますの

で、今この時点で、その正副議長から御意見を求

めるというのは、ちょっとすみません、私も聞い

ていないので、ちょっと難しいのかなというふう

に思います。 

  相馬委員。 

○相馬委員 聞き取りをした上でということだった

んですけれども、それがまだなされていないとい

うことなんでしょうか、それともそれは終わって

いるということでしょうか。 

○中里委員長 先日、会派代表者会議では一応聞き

取りを行ったということですよね。 

○相馬委員 会派代表者会議がこの件について開か

れたということでよろしいでしょうか。 

〔「分からない」と言う人あり〕 

○相馬委員 何も分からないというような状況なん

ですか、なるほど、分かりました。 

  じゃ、初日ちょっとどのタイミングでどうなの

か分からないでスタートするという予定だという

ことですか。 

  そうしたら議会運営委員会をもう１回開くよう

になっちゃう……その可能性もある。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 どういった例えば発言がされ

るのかというものも、まだ全然分からない状況で

すので、仮にその議会の運営のところで困ったよ

といったときには、本会議中にも議運の開催とい

うものは、可能性としてはゼロではないのかなと

思います。 

  以上です。 

○相馬委員 分かりました。じゃ、さらにこの後い

ろいろ出てくるということになるんでしょうか。 

  分かりました。じゃ、この後の進行をやるしか

ないというアバウトな状態で本会議に入るという

ことになってしまうということになるんだろうと

思うんですけれども、それはいずれにしても、も

う一回議運に諮らなくてはならないことになるん

だというふうに思いますので、今日のところはそ

こまでで、伺っておきます。 

○中里委員長 そのほか皆さんから御意見等はござ

いますか。 

〔発言する人なし〕 

○中里委員長 なければ、執行部から何かございま

すか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○中里委員長 次回の開催について報告いたします。 

  次回の開催は、議会運営委員会を10月１日火曜

日、本会議終了後に行いたいと思います。場所は

第４委員会室を予定しておりますので、よろしく

お願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○中里委員長 それでは、本日の議会運営委員会を

閉会したいと思います。 

  大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午前１１時０５分 
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